
　

東
郷
地
域
は
、
早
春
に
国
の
天
然
記
念
物
で

あ
る
藤
川
天
神
の「
臥が

龍り
ゅ
う

梅ば
い

」が
咲
き
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
は
川
内
川
の
清
流
に
鮎
が
跳
ね

る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
る
ミ
カ
ン
を
は
じ
め
、イ
チ
ゴ
・

ブ
ド
ウ
・
ナ
シ
・
キ
ン
カ
ン
な
ど
四
季
折
々
の

果
物
が
実
る
こ
と
か
ら
、「
臥
龍
梅
と
フ
ル
ー

ツ
の
里
」と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
域
に
は
、
川
内
川
沿
い
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
梅
の
名
所

（
梅
堤
）や
、
東
郷
町
山
田
か
ら
藤
川（
林
道
山

田
本
俣
線
）の
約
８
㎞
に
及
ぶ
桜
並
木
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
照
葉
樹
林
に
囲
ま
れ
た

自
然
や
そ
の
清
流
で
、
夏
に
は
水
遊
び
が
楽
し

め
る「
と
う
ご
う
五
色
親
水
公
園
」、
収
穫
の
季

節
ご
と
に
フ
ル
ー
ツ
狩
り
を
楽
し
め
る
観
光
農

園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

藤
川
天
神
は
、
学
問
の
神
様
と
し
て
知
ら

れ
る
菅
原
道
真
公
を
祭
る
山
あ
い
の
神
社
で

す
。
境
内
の
梅
園
に
は
、
道
真
公
の
お
手
植
え

の
１
株
が
繁
茂
し
た
と
い
わ
れ
る
約
１
５
０
本

の
梅
の
木
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
約
50
本

の
古
木
は
、
幹
を
地
上
に
這
わ
せ
、
ま
る
で
龍

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら「
臥
龍
梅
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬

頃
に
紅
梅
が
咲
き
誇
り
、
２
月
下
旬
に
は
春
の

大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
境
内
に
漂
う
甘
い
梅
の

香
り
が
、
訪
れ
る
多
く
の
観
梅
客
や
参
拝
す
る

受
験
生
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。
参
道
に
は
犬
好

き
だ
っ
た
西
郷
隆
盛
が
、
東
郷
町
藤
川
の
前
田

善
兵
衛
か
ら
も
ら
い
受
け
、
ウ
サ
ギ
狩
り
に
同

行
す
る
な
ど
し
て
溺
愛
し
た
と
さ
れ
る
薩
摩
犬

「
ツ
ン
」の
銅
像
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

「
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
」は
、
平
成
20
年
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
毎

年
定
期
公
演
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
毎
年
１
月
下
旬
に
藤
川
天
神

の「
臥
龍
梅
」に
ち
な
ん
だ「
と
う
ご
う
天
神
梅

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ

ス
ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
特
産
品
販
売
も

あ
り
、
３
㎞
、
５
㎞
、
10
㎞
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
１
㎞
に
市
内
外
か
ら
約
１
０
０
０

人
の
ラ
ン
ナ
ー
や
家
族
連
れ
が
参
加
し
、
爽
快

な
汗
を
流
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
夏
に
な
る

と
、
毎
年
７
月
に
、
樋
渡
川
多
目
的
広
場
で

「
と
う
ご
う
夏
祭
り
納
涼
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
太
鼓
の
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
芸
能
、

抽
選
会
が
あ
り
、
最
後
に
は
花
火
大
会
が
行
わ

れ
、
多
く
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
「
と
う
ご
う
五
色
親
水
公
園
」か
ら
車
で
す

ぐ
の
と
こ
ろ
に「
田
の
神
ロ
ー
ド
」が
あ
り
ま

す
。
秋
に
は「
田
の
神
さ
ぁ
」の
ま
わ
り
に
、

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
に
彼
岸
花
が
咲
き
、

稲
穂
の
黄
金
色
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し

い
で
す
。
周
辺
に
は
、
昔
な
が
ら
の
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
で「
祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周

年
」は
終
了
し
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒木の丸木橋

藺牟田池

お仮屋橋

入来麓茅葺門

旧宮之城線
樋脇駅跡

川内川の
鯉のぼり

江之口橋

長崎堤防

冬の唐浜海岸

柳山アグリランド

山之口・前向棚田

市比野温泉

三連水車

岩下棚田

践祚の滝

藤本滝

かやぶき

せん そ

南瀬

斧渕

鳥丸

樋渡川多目的広場
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高江中

鳥丸小

東郷温泉ゆったり館
東郷ふれあい館（物産販売）

東郷総合運動場

▲笠山
山田

藤川

東郷フルーツ
（東郷町各地）

東郷文弥節
人形浄瑠璃

田の神ロード

藤川天神・臥龍梅

入来小
市役所本庁

46

341 344

東郷 臥龍梅

ぶどう狩り

「ツン」の銅像

田の神ロード

東郷文弥節人形浄瑠璃

とうごう五色親水公園

藤川天神

祝　薩摩川内市市制施行10周年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

祝 

薩
摩
川
内
市
市
制
施
行
10
周
年

【
問
合
先
】＝
本
庁
総
務
課
（
23
）5
１
１
１（
内
線
４
５
３
１
）

情報掲示板

平
成
26
年
度　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
功
労
者
等
お
よ
び

子
ど
も
表
彰

　

平
成
26
年
度
の
社
会
教
育
功
労
者

お
よ
び
功
労
団
体
、
子
ど
も
表
彰
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

社
会
教
育
功
労
者

＊（　

）内
は
推
薦
団
体

愛あ
い

甲こ
う　

警け
い

司じ

（
永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

赤あ
か
ざ
き﨑　

ツ
ギ
子こ

（
可
愛
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

橋は
し

口ぐ
ち　

孝こ
う

介す
け

（
西
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

下し
も

野の　

貞さ
だ

幸ゆ
き

（
長
浜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

髙た
か

木き　

照て
る

美み

（
大
馬
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

山や
ま

元も
と　

一か
ず

彦ひ
こ　
（
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）

社
会
教
育
功
労
団
体

水
引
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
水
引
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

子
ど
も
表
彰

＊（　

）内
は
学
校
名
・
学
年

桑く
わ

畑は
た　

紫し

帆ほ　
（
東
郷
小
学
校
６
年
）

須す

留る

原は
ら　

宏こ
う

太た

郎ろ
う

（
川
内
北
中
学
校
３
年
）

寺て
ら

地ち　

美み

咲さ
き（
川
内
北
中
学
校
３
年
）

石い
し

牟む

礼れ　

華か

月つ
き

（
川
内
南
中
学
校
２
年
）

薩
摩
川
内
市
家
族
介
護
者
の
会

｢

よ
い
や
ん
せ｣

　

日
頃
の
介
護
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
時
】＝
３
月
19
日（
木
）10
時
～
12
時

【
所
】＝
総
合
福
祉
会
館　

小
ホ
ー
ル

（
永
利
町
）

【
テ
ー
マ
】＝
お
し
ゃ
べ
り
会

【
対
象
】＝
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方

＊�

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

要
介
護
者
同
伴
の
方
は
問
合
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉

課
介
護
給
付
Ｇ（
内
線
２
６
７
６
）

新
田
八
幡
桜
ま
つ
り

　

新
田
神
社
参
道

の
桜
並
木
を
次
の

日
程
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
ま
す
。

【
時
】＝
３
月
20
日

（
金
）～
４
月
７
日

（
火
）18
時
30
分
～

22
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・

桜
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
開
催

【
時
】＝
３
月
28
日（
土
）17
時
45
分
か

ら【
所
】＝
新
田
神
社
参
道
特
設
会
場

＊
雨
天
時
は
中
止

【
問
合
先
】＝
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局（
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協

会
内
）

（
25
）４
７
０
０

宇
宙
館
フ
ェ
ス
タ

　

花
い
っ
ぱ
い
の
寺
山
で
、
一
足
早

い
春
の
休
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

【
時
】＝
３
月
21
日（
土
）

▼
昼
の
部
＝
10
時
～
16
時

▼
夜
の
部
＝
18
時
30
分
～
21
時

＊
入
館
は
20
時
30
分
ま
で

【
所
】＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
、
寺
山
い

こ
い
の
広
場

【
内
容
】＝

▼
今
人
気
の
小
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　

｢

ド
ロ
ー
ン｣

操
縦
体
験

▼
親
子
工
作
教
室

▼
各
種
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

▼�

太
陽
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
を
見
よ
う
！

（
晴
天
時
）

▼
宇
宙
館
の
お
仕
事
体
験

▼�

夜
の
星
空
を
見
よ
う
！（
夜
の
部
・

晴
天
時
の
み
）

＊�

入
館
先
着
１
５
０
人
に
花
苗
プ
レ

ゼ
ン
ト

【
入
館
料
】＝

▼
小
・
中
学
生
＝
３
０
０
円

▼
高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

【
問
合
先
】＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社（
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
内
）

（
31
）４
４
７
７

新
田
神
社　

早
馬
祭

　

そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
や
、
農
作
業

と
牛
馬
の
安
全
を
祈
願
し
、
鈴
を
懸

け
た
馬｢

鈴す
ず

懸か
け

馬う
ま｣

が
、
三
味
線
や

太
鼓
の
は
や
し
に
合
わ
せ
て
、
踊
り

を
奉
納
し
ま
す
。

【
時
】＝
３
月
21
日（
土
）

【
所
】＝
新
田
神
社

【
内
容
】＝

▼
神
事
＝
10
時
30
分
か
ら

▼
鈴
懸
馬
踊（
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
馬
）

＊
保
食
神
社
前
＝
11
時
か
ら

＊
本
社
前
＝
13
時
か
ら

【
問
合
先
】＝
新
田
神
社
社
務
所

（
22
）４
７
２
２

薩
摩
川
内
の
り
も
の
フ
ェ
ス
タ

～
じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
と
行
く　
　

の
り
も
の
旅
～

川
内
駅
西
口
駅
前
広
場
会
場

【
時
】＝

▼
３
月
21
日（
土
）10
時
～
20
時

▼
３
月
22
日（
日
）９
時
～
15
時

【
内
容
】＝

▼
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

▼
食
の
う
ん
ま
か
市

▼
各
種
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

川
内
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
場

【
時
】＝
３
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

10
時
～
15
時

【
内
容
】＝

▼
オ
ー
ル
ド
カ
ー
展
示

▼
高
速
船
甑
島
一
般
公
開

▼
物
産
販
売
な
ど

　

川
内
駅
会
場
と
川
内
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
会
場
間
は
、
無
料
送
迎
バ
ス
が
あ

り
ま
す
。

＊�

10
時
～
15
時
30
分
ま
で
、
約
30
分

ご
と
に
運
行
し
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
課
観
光
事
業
Ｇ（
内
線
４
３
８
２
） 

催
　
し

Ｊ
Ｒ

開
戸
橋

河
口
大
橋

太
平
橋

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

国
道
３
号

至 鹿児島

至 熊本

川内川

川内駅
会場

川内港ターミナル
会場

至 国道３号至 国道３号
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